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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】青森ヒバ材若しくはその他のヒバ材を使用して
肩こり防止、熟睡、安眠効果、ストレス解消効果に優れ
、持ち運びに便利な枕を提供しようとするものである。
【解決手段】青森ヒバ材若しくはその他のヒバ材で、厚
さが１５ｍｍ～２５ｍｍ、幅６０～８０ｍｍ、長さ２０
０～４００ｍｍの直方体状の枕本体を形成して、該枕本
体には複数個の永久磁石を埋設し、枕本体の表面には放
散溝を設けてなる枕である。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　青森ヒバ材若しくはその他のヒバ材で、厚さが１５mm～２５mm、幅６０～８０mm、長さ
２００～４００mmの直方体状の枕本体を形成して、該枕本体には複数個の永久磁石を埋設
し、枕本体の表面には放散溝を設けてなる枕。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は青森ヒバ材その他のヒバ材を使用した枕に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来寝具として使用する枕は、袋にそば殻、合成樹脂材等を充填したもの等がありますが
、肩こりがおきたり、熟睡、安眠効果が少なく、又持ち運びに不便であるなどの多くの欠
点がある。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
そこで本考案は、青森ヒバ材若しくはその他のヒバ材を使用して肩こり防止、熟睡、安眠
効果、ストレス解消効果に優れ、又持ち運びに便利な枕を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
青森ヒバ材若しくはその他のヒバ材で、厚さが１５mm～２５mm、幅６０～８０mm、長さ２
００～４００mmの直方体状の枕本体を形成して、該枕本体には複数個の永久磁石を埋設し
、枕本体の表面には放散溝を設けてなる枕である。
【考案の効果】
【０００５】
本考案の効果として、肩や首周辺の血行を良くし、肩こり防止、解消に優れ、安眠、熟睡
効果が得られ、且つ自然材による芳香効果によるストレス解消効果が得られ、又放散溝に
よってヒバ材の芳香効果がより高められると共に、タオル等を巻いて使用す場合も安定感
が良く、しかも小形で持ち運びに便利である。
【実施例】
【０００６】
　本案を図示の実施例により詳記すると、青森ヒバ材若しくはその他のヒバ材で、厚さが
２０mm、幅７０mm、長さ３００mmの直方体状の枕本体１を形成して、該枕本体１の表面に
は複数個の永久磁石２，２…を等間隔に埋設し、枕本体１の表面には長さ方向の放散溝３
，３を設けてなるものである。永久磁石２,２…は不等間隔でも良く、又永久磁石２,２…
の表面と枕本体１の表面が面一が望ましいがその他でも良い。
【０００７】
　枕本体１の厚さが１５mm未満では枕として低すぎ、２５mmを超えると逆に高すぎて、肩
こり防止や解消効果を果たすことができなくなる恐れがあり、中間の２０mm 前後が望ま
しい。
　枕本体１の幅が６０mm未満であったり８０mmを超えると、後頭部や首などが痛くなった
りする恐れがあるが、望ましい幅は７０mmである。
　又枕本体１の長さが２００mm未満では頭全体を支えるのに小さすぎて両端の角隅部が頭
に当たったりして痛くなったりする恐れがあり、又４００mmを超えるものは使い勝手が悪
く、持ち運びに不便であると共に、青森ヒバのような貴重な材料では価格も高いものとな
り資源の無駄となる。好ましくは３００mmである。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本考案に係る枕の斜視図説明図。
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【符号の説明】
【０００９】
１：枕本体
２、２‥：永久磁石
３：放散溝

【図１】
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